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専門医養成プログラム シニア・レジデント募集要項

　横浜市立大学の附属病院は、風光明媚な金沢区の医学
部に隣接する大学附属病院と市内中心部にある附属市民総
合医療センターがそれぞれの特徴を生かし、一体となって運営
される病床数合計 1,300 床を超す全国でも有数の病院です。
両院とも「市民が頼れる高度で安心安全な医療」を提供する
地域の基幹・拠点病院でもあります。
　初期研修を修了された先生方が、これからの医師として一
生を捧げるであろう専門分野を選び、腕を磨き、教育を受け、専
門医として成長していく場の一環としてこの専門医養成プログ
ラムがあります。ほとんどの先生方は、同時に豊富なスタッフで構
成される大学医学部の 20を超す専門診療分野の教室（い
わゆる医局）に所属し、その専門診療科や専門別センターのシ
ニア・レジデントとなります。また、市内はもちろん県内外の主要
基幹病院（10ヶ所以上の病床数500床を超す教育病院も含
む）を中心とした教育指導協力病院でのローテーションも含め
研修を積むことも可能です。さらに、大学院、内地、外地での留
学等で研鑽等を積むことが出来るシステムも選択可能です。こ
れら多くの選択肢の中から自分に適した分野を選び、我 と々一
緒に日本の医療を担う第一歩をここ横浜市立大学で踏み出し
ましょう。心より歓迎いたします。

横浜市立大学附属病院 
病院長

平　原　史　樹

横浜市立大学附属病院

　横浜市立大学医学部・附属 2 病院は、公立大学の使命で
ある「地域医療」に邁進する医師の育成に重点を置いています。
私たちの医療の責任範囲は人口370 万人を擁する横浜市、人
口 900 万人を擁する神奈川県全域に及びます。ここに住む方々
に高度で安心・安全な医療の提供を行うべく、大学附属病院
及び大学附属市民総合医療センターの臓器専門研修と、地域
基幹病院を中心とした総合医療研修とを有機的に結合した専
門医研修を進めています。
　「地域医療」とは、特異臓器に関わる高次専門医療の展開と
同時に、総合医療の進化と深化の双方があって初めて達成され
ます。前者は大学附属病院の本来的な使命であり、難治性疾患
の患者さまに最高の医療を提供することですし、後者は地域基
幹病院の役割にふさわしく、そのために大学附属病院は関連施
設との連携を強化することにより、質の高い総合医療研修を実施
できる研修プログラムを用意しています。
　ところで、医療の質を高める努力は次世代に対する私たちの
責任です。医療の質は医学研究に裏打ちされたものでなくてはな
りません。高次専門医療研修においても総合医療研修において
も、生じる疑問を研究の形で解決する努力も大学医学部の役割
です。個別の小さな疑問でも普遍的なものであれば、世界を動か
す研究成果を生むことを実証しています。高次医療と総合医療、
これに研究活動が加わることでみなさんの研修はさらに充実した
ものになるはずです。これから始まる専門医研修を、さらに質の高
いものにしていきましょう。みなさんを心より歓迎致します。

横浜市立大学
医学部長

齋 藤 知 行

横浜市立大学医学部



横浜市立大学
附属市民総合医療センター 
病院長

平　安　良　雄

横浜市立大学附属市民総合医療センター

　横浜市立大学附属市民総合医療センターは、明治初期に西洋式総
合病院として設立された十全医院を母体とする歴史と伝統を持つ病院
です。現在の市民総合医療センターは平成10年に開設されました。当院
は、高度救命救急センター、総合周産期母子医療センター、小児総合医
療センターなどを含めた10の疾患別センターおよび19の専門診療科から
構成され、726床を有する横浜市最大の病床規模を持つ総合病院とし
て、地域医療に大きく貢献しています。
　当院の特徴と魅力は、大学附属病院としての高度専門医療に加え、
地域医療支援病院として、高度救命救急医療からプライマリ・ケアを含
めた幅広い医療を同時に経験することが可能なことにあります。したがっ
て、どの診療科を選択したとしても専門医修練に必要な多様で豊富な症
例を経験することができます。また、全ての職員が、働きやすい、学びやす
い、暖かい雰囲気づくりに努めるとともに、患者さんや地域の人 か々ら信頼
される病院を目指して医療に取り組んでいます。当院は災害拠点病院とし
ての重要な役割を持ち平成22年度はAPEC開催時に各国首脳の緊急
医療施設として、さらに、平成23年度は東日本大震災時の地域および被
災地の医療活動拠点としての機能を果たしました。
　横浜市立大学の専門医養成プログラムは、大学、医学部、附属2病
院が一体となり、地域で有数の関連診療施設と連携を取り、幅広い研修
の場で経験が積めるように構成されています。指導体制も充実しており、
各領域におけるトップレベルの医師が指導に当たっています。また、国際
都市横浜における開放的な風土は、日本の医療を支えていく人材の育
成において、最適な場所であると思います。当院での臨床経験を通して、
これからの医療を担う高度な専門的知識を持った医師を目指していただ
ければと思います。志のある医師の応募をお待ちしています。

●横浜市立大学附属病院
・特定機能病院
・654床
・診療科目および病床数内訳
リウマチ・血液・感染症内科（38）、呼吸器内科
（13）、循環器内科（20）、腎臓・高血圧内科（15）、
消化器内科（37）、内分泌・糖尿病内科（14）、神
経内科（18）、脳卒中科（7）、精神科（26）、小児
科（31）、一般外科（24）、心臓血管外科・小児循
環器科（14）、消化器・肝移植外科（39）、臨床腫
瘍科・乳腺外科（14）、整形外科（36）、皮膚科
（16）、泌尿器科（26）、産婦人科（44）、眼科（22）、
耳鼻咽喉科（28）、放射線科（4）、歯科・口腔外科
（15）、麻酔科（5）、脳神経外科（23）、リハビリテー
ション科（5）、形成外科（11）、児童精神科（0）、
病理診断科（0）、ICU（8）、CCU（4）、NICU（9）、
HCU（8）、特別室（15）、無菌室（4）、結核（16）、
感染症（3）、その他（42）

●横浜市立大学附属市民総合医療センター
・災害医療拠点病院
・726床
・診療科目および病床数内訳
高度救命救急センター（47）、総合周産期母子医療
センター（63）、リウマチ膠原病センター（15）、
炎症性腸疾患（IBD) センター（14）、精神医療セ
ンター（50）、心臓血管センター（77）、消化器病
センター（84）、呼吸器病センター（37）、小児総
合医療センター（30）、生殖医療センター（1）、
血液内科（30）、腎臓・高血圧内科（12）、内分泌・
糖尿病内科（12）、神経内科（20）、乳腺・甲状腺
外科（13）、整形外科（30）、皮膚科（10）、泌尿器・
腎移植科（25）、婦人科（13）、眼科（30）、耳鼻
咽喉科（25）、歯科・口腔外科・矯正歯科（11）、
脳神経外科（15）、形成外科（8）、総合診療科（0）、
放射線科（0）、麻酔科（0）、病理診断科（0）、
リハビリテーション科（0）、無菌室（4）、G-ICU
（8）、G-HCU（10）、化学療法（3）、その他（29）
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募集専攻分野募集専攻分野

　横浜市立大学は2つの附属病院を有し、神奈川県内の協力病院と連携し

て人材の育成や地域医療の充実に向けてさまざまな活動を行っています。

大学病院や協力病院で診療や研究に従事した多くの医師が、県内の公立病

院、地域中核病院をはじめとした多様な医療分野で活躍し、専門分野の枠を

越えたネットワークを構築し、質の高い医療を提供していると評価をいただ

いています。

　平成18年度に卒後3年目以降の人材育成制度、後期研修制度を立ち上

げましたが、平成20年度から『専門医養成プログラム』と名称を変更し、内容

も一新しました。このプログラムは初期臨床研修修了後に専門医を目指す医

師を対象とし、大学病院の各診療科が協力病院と連携して、質の高い専門医

を育成するものです。また、各診療科の独自性を重視すると共に、より多くの

若手医師が参加できるように工夫しました。

　一方、平成19年度に横浜市立大学大学院医学研究科が『長期履修制度』

を導入したことから、本プログラムにおいて臨床の知識や技術を研修しなが

ら、学位の取得を目指すことも可能となりました。

※総合診療科の養成プログラムは現在検討中。

　本プログラムは単に専門医を養成するだけでなく、医療安全を重視し、患

者本位の医療サービスが提供できる医師、医学の進歩に貢献し、日本の医療

を担える医師を育成することを目的とするものです。

研修プログラムの概要

シミュレーションセンターにある腹腔鏡シミュレーター
卒前教育から専門医教育まで幅広いニーズに応える充実
した設備

各教室で活発に行われる症例検討会

医学情報センター　土日夜間も利用可能
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募集専攻分野

専攻分野 連　絡　先 附属2病院以外の主な研修病院

1 免疫・血液・呼吸器内科学
上田　敦久
E-mail：sec1nai@med.yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2630
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜naika1/

横浜南共済病院、関東労災病院、藤沢市民病院、横浜医
療センター、横浜市南部病院、横須賀市立市民病院、横
浜栄共済病院、神奈川県立がんセンター、大和市立病院、
茅ヶ崎市立病院、他

2 循環器・腎臓内科学
小川　英幸
E-mail：jnaika@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2635
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜ninai/

県立循環器呼吸器病センター、済生会横浜市南部病院、
藤沢市民病院、横須賀市立市民病院、国立病院機構相模
原病院、横浜船員保険病院、国際親善総合病院、秦野赤
十字病院、茅ヶ崎市立病院、大森赤十字病院、他

3 神経内科学・脳卒中医学
上田　直久
E-mail：uedandan@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2725
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜neuro/

国立病院機構横浜医療センター、帝京大学医学部附属溝
口病院、平塚共済病院、藤沢市民病院、横浜南共済病院、
横浜栄共済病院、済生会横浜市南部病院、茅ヶ崎市立病
院、横須賀市立市民病院、横浜市立市民病院、他

4 内分泌・糖尿病内科学
伊藤　譲
E-mail：yito_yu@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2639
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜nai3naib/

横浜南共済病院、横須賀共済病院、済生会横浜市南部病
院、藤沢市民病院、茅ヶ崎市立病院、横浜医療センター、
横浜栄共済病院、済生会横浜市東部病院、関東労災病院、
国際医療福祉大学熱海病院、他

5 消化器内科学
窪田　賢輔
E-mail：gastro@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2640
http://square.umin.ac.jp/ycugi/index.html

横浜南共済病院、横浜労災病院、済生会横浜市南部病院、
藤沢市民病院、茅ヶ崎市立病院、横須賀市立市民病院、
船員保険病院、県立足柄上病院、県立がんセンター、大
森赤十字病院、他

6 精神医学・児童精神医学
加藤　大慈
E-mail：kengakukibou@gmail.com
TEL：045-787-2667
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜psychiat/

国立病院機構横浜医療センター、県立精神医療センター、
横浜舞岡病院、藤沢病院、横須賀市立市民病院、藤沢市
民病院、済生会横浜市南部病院、日向台病院、神奈川病院、
平塚病院、他

7 小児科学
梶原　良介
E-mail：kaji6485@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2670（MPS6485）
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜shonika/index.html

国立病院機構横浜医療センター、横浜南共済病院、済生
会横浜市南部病院、横浜労災病院、済生会横浜市東部病
院、小田原市立病院、藤沢市民病院、大和市立病院、み
なと赤十字病院、足柄上病院、他

8 外科治療学
山本　直人
E-mail：naoto-y@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2645
http://www.first-surgery.jp/staff/index.html

県立がんセンター、県立循環器呼吸器病センター、横浜
市立市民病院、横浜南共済病院、済生会横浜市南部病院、
県立足柄上病院、県立こども医療センター、横浜労災病
院、関東労災病院、平塚共済病院、他

9 消化器・腫瘍外科学
武田　和永
E-mail：kazutake@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2650
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜dai2geka/

国立病院機構横浜医療センター、横浜市立市民病院、藤
沢市民病院、横須賀共済病院、済生会横浜市南部病院、
横須賀市民病院、横浜みなと赤十字病院、横浜船員保険
病院、横浜掖済会病院、横浜労災病院、他

10 整形外科学
小林　直実
E-mail：naomik58@aol.com
TEL：045-787-2655
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜orthop/

横浜南共済病院、平塚共済病院、相模原協同病院、茅ヶ
崎市立病院、藤沢市民病院、横浜市民病院、横須賀共済
病院、横須賀市立うわまち病院、小田原市立病院、横浜
医療センター、他

11 皮膚科学
藤田　浩之
E-mail：dermaycu@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2675
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜hifukav1/

横須賀共済病院、横浜市立市民病院、平塚共済病院、小
田原市立病院、横浜南共済病院、横浜栄共済病院、茅ヶ
崎市立病院、藤沢市民病院、国際医療福祉大学熱海病院、
神奈川県立こども医療センター、他

12 泌尿器科学
中井川　昇
E-mail：urology@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2679
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜urology/

大和市立病院、茅ヶ崎市立病院、国際親善病院、横浜市
南部病院、横浜栄共済病院、横浜市立みなと赤十字病院、
横浜船員保険病院、国立病院機構相模原病院、大口東病
院、藤沢湘南台病院、他

13 産婦人科学

榊原　秀也
E-mail：sakakih@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2691
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜obgyn/
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜urabosi/
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜urafujin/

大和市立病院、横浜労災病院、県立こども医療センター、
横浜市民病院、横浜市南部病院、横浜南共済病院、横須
賀共済病院、横浜医療センター、藤沢市民病院、小田原
市立病院、他

14 眼科学
西出　忠之
E-mail：nishide@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2683
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜ganka/

横須賀共済病院、横浜南共済病院、済生会横浜市南部病
院、横浜市立みなと赤十字病院、横浜労災病院、藤沢市
民病院、茅ヶ崎市立病院、小田原市立病院、県立こども
医療センター、国際親善病院、他

※各専攻分野の詳細は、教室ホームページや別冊の専門医養成プログラム冊子をご覧下さい。



専攻分野 連　絡　先 附属2病院以外の主な研修病院

15 耳鼻咽喉科学
高橋　優宏
E-mail：masa12_1@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2687
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜jibika/

県立がんセンター、県立こども医療センター、横須賀市
立市民病院、茅ヶ崎市立病院、藤沢市民病院、横浜南共
済病院、横浜栄共済病院、横須賀共済病院、平塚共済病院、
横須賀市立うわまち病院、他

16 放射線医学
米山　智啓
E-mail：radikyok@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2696
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜radiolog/

横浜市立市民病院、県立がんセンター、県立こども医療
センター、横浜労災病院、済生会横浜市南部病院、湘南
鎌倉総合病院、小田原市立病院、茅ヶ崎市立病院、横浜
南共済病院、神奈川県立循環器呼吸器病センター、他

17 口腔外科学

來生　知
E-mail：kouku@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2659
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜oralsurg/staff/staff.
html

藤沢市民病院、済生会横浜市南部病院、横浜船員保険病
院、大船中央病院、横浜栄共済病院、聖路加国際病院、
藤枝市立病院、育成会横浜病院、他

18 麻酔科学
佐藤　仁
E-mail：anesthes@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2918
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜masuika/

横須賀共済病院、横浜南共済病院、済生会横浜市南部病
院、横浜市立市民病院、藤沢市民病院、茅ヶ崎市立病院、
県立こども医療センター、横浜労災病院、国立病院機構
横浜医療センター、小田原市立病院、他

19 脳神経外科学
横山　高玲
E-mail：nouge@med.yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2663
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜nouge/

県立こども医療センター、神奈川県立がんセンター、横
浜労災病院、横浜南共済病院、横浜市立みなと赤十字病
院、横須賀共済病院、横須賀市立市民病院、足柄上病院、
平塚共済病院、藤沢市民病院、他

20 リハビリテーション科学

水落　和也
E-mail：info@rehabili-yokohama.com
TEL：045-787-2713
http://www.rehabili-yokohama.com/
佐鹿　博信
E-mail：s3024@urahp.yokohama.cu-ac.jp
TEL：045-261-5656（MPS7534）

横浜市総合リハビリテーションセンター、横浜市立脳血
管医療センター、神奈川リハビリテーション病院、横須
賀共済病院、他

21 形成外科学
廣冨　浩一
E-mail：prs_ycu@med.yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2709
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜prs_ycu/

県立こども医療センター、関東労災病院、藤沢市民病院、
横浜栄共済病院、藤沢湘南台病院、済生会横浜市南部病
院、横浜労災病院、埼玉成恵会病院・埼玉手外科研究所、
聖路加国際病院、他

22 臨床腫瘍科学
市川　靖史
TEL:045-787-2623
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜yoncol/

国立病院機構横浜医療センター、横浜市立市民病院、横
須賀共済病院、済生会横浜市南部病院、藤沢市民病院、
他

23 救急医学
松崎　昇一
E-mail：smatsu@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-253-5352
http://www.eryokohama.jp/

横浜市立市民病院、国立病院機構横浜医療センター、帝京
大学医学部付属病院、武蔵野赤十字病院、藤沢湘南台病院、
横須賀共済病院、横須賀市立うわまち病院、横浜市南部病
院、横浜南共済病院、横浜市立みなと赤十字病院、他

24 病理学

大橋　健一
E-mail：ohashi@yokohama-cu.ac.jp
稲山　嘉明
E-mail：diagpath@yokohama-cu.ac.jp
TEL：045-787-2904
附属病院病理診断科・病理部
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜hamapath/
センター病院病理部
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜urabyou/index.htm
病態病理学
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜pathola/index.html
分子病理学
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜byori2/index.html

県立がんセンター、横須賀共済病院、横浜市立市民病院、
横浜南共済病院、県立こども医療センター、済生会横浜
市南部病院、茅ヶ崎市立病院、循環器呼吸器病センター、
横浜医療センター、他

25 臨床検査医学

宮島　栄治
E-mail：ycuem@yokohama-cu.ac.jp
松村　恵理子
E-mail：ematsu@yokohama-cu.ac.jp
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜urakensa/
http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/˜uray_ht/
http://www.fukuhp.yokohama-cu.ac.jp/patient/guidance_
of_the_medical/central_section/bumon.html#02



※附属2病院で研修する場合の職名および待遇を示します。
※協力病院研修中は協力病院の規定によります。
●職名　シニア・レジデント（公立大学法人横浜市立大学非常勤職員相当）
●報酬（平成24年度）　○賃金月額　卒後3年目：242,900円、 　4年目：246,900円、　5年目：250,800円
 ○期末手当　年2回あり　○超過勤務手当　○宿日直手当　○通勤手当
●厚生　全国健康保険協会、厚生年金、雇用保険、横浜市職員厚生会へ加入
●休暇　年次休暇（16日）、夏季休暇（5日）、服忌休暇等
●兼職　可（病院規定あり）

応募者は各専攻分野が提示するプログラムを参照の上、所定の応募申請書に記入して下さい。
※プログラムの詳細や診療科・病院の選択については、希望する専攻分野の担当者と事前に相談することをお勧めします。

●応募資格
平成26年3月に臨床研修を修了する予定の医師・歯科医師。
※医師の場合：平成24、25年に臨床研修を修了した方は、個別に希望専攻分野に相談して下さい。
※歯科医師の場合：平成24年以前に同等の研修を修了した方は、口腔外科学に相談して下さい。

●募集人員
診療科毎の定員となっています。

●募集期間
平成25年7月21日（日）～12月22日（日）（当日消印有効）
※募集期間後も随時受け付けております。
　詳しくはお問い合わせ下さい。

●応募の流れ（右図参照）

　送付先
　＜公立大学法人横浜市立大学附属病院＞
　　〒236-0004　横浜市金沢区福浦3-9
　　医学・病院統括部職員課人事担当 行

●応募書類
　①シニア・レジデント応募申請書・履歴書（所定様式）
　②臨床研修修了見込証明書（研修病院で発行するもので可）
　③医師または歯科医師免許証写し（A4サイズ）
　④合否結果通知用の封筒1枚（長3封筒：120mm×235mmの封筒に返送先の宛名を記入し、80円分の切手を貼付）
　※所定様式はホームページからダウンロードすることも出来ます。
　※推薦書（任意書式）を添付いただいても結構です。

待遇／募集／採用

診療科毎のプログラムの詳細はホームページでも確認できます。

【専門医養成プログラムホームページ】　
http://www.fukuhp.yokohama-cu.ac.jp/specialist/index.html

待遇

募集・採用

専攻したい「専攻分野」を決める

応募申請書に必要事項を記入

左記の送付先に郵送

診療科が書類を審査

診療科が応募者に面接日と面接場所を連絡

面接試験実施

結果を郵送（平成26年1月～2月）

診療科見学 シニア・レジデント全体説明会（7/21、8/25）

女性医師のキャリアを支援する保育室
病後児の保育にも対応しています



大学院希望者

専門医養成プログラムの期間中、病院に勤務しながら大学院（横浜市立大学大学院医学研究科）に在籍することも可能です
（大学院長期履修制度）。希望者は、別途大学院入学試験等に関する手続きが必要となります。
●大学院募集期間
　平成25年8月19日（月）～ 8月27日（火）・11月11日（月）～ 11月15日（金）

診療科毎の見学

随時受け付けています。
※見学したい専攻分野のメールアドレスに氏名、所属、見学希望日、診療科名を記載してお申し込み下さい。

見学申し込みおよび問い合わせ先

＜附属病院＞
医学・病院統括部職員課 人事担当もしくは臨床研修センター　
resident@yokohama-cu.ac.jp
電話　045-787-2729

＜市民総合医療センター＞
管理部総務課 人事調整担当
kkensyu@yokohama-cu.ac.jp
電話　045-253-5392

●選考方法
　12月下旬までに診療科毎に面接試験を行います。面接日時と場所は各診療科からご連絡します。
●採用内定
　平成26年1月～ 2月に採否の内定を応募者宛に郵送します。


